
大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

 施設の使用許可等 （公平な利用者選定） ×1 ○

 施設の維持補修・修繕 ×1 ○

 施設の警備 ×1 ○

 施設の清掃（施設の清潔さ） ×1 ○

 施設の緑地管理 ×1 ○

 施設の維持管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 防災・防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策 ×1 ○

 施設・設備管理に関する書類等の整理 ×1 ○

 事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 個人情報保護・情報公開の取組 （内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 自主事業の企画、実施、成果 ×2 ○

 利用者サービス向上に向けた取組 ×2 ○

 利用促進への取組 （広報、PR等） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

利用者数（環境の変化など外部要因を考慮） ×2 ○

 行事・写真撮影等の件数 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 職員の接客対応 ×2 ○

 施設設備の状況 ×2 ○

 利用条件 ×2 ○

 イベント等の企画内容 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 都及び関係機関等との連携 ×2 ○

 都の実施施策への協力 ×2 ○

【評価の内容】

有明客船ターミナル・有明小型船発着所浮桟橋　一次評価

確     認    項    目

管理状況

 適切な管理の
 履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

 適切な財務
 ・財産管理

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか
配 点

【評価の内容】

　基本協定、管理運営基準、業務実施計画等に基づき適切に履行されている。
　8月のゲリラ豪雨により館内の石製の壁が一部落下した際は、更なる落下に対し防止策を検討した上で、修繕し利用復旧に繋げた。
　また、老朽化が進行しているウッドデッキを人工木材にする更新工事を実施するなど協定費用の中から補修経費を捻出し、積極的に安全な施設管
理に努めている。

 安全性の確保

 施設の安全性は確保されているか
配 点

【評価の内容】

　適切に日常点検が行われている。大規模災害訓練、情報伝達訓練等を実施し、ＩＰ無線機を導入するなど緊急時の対策に努めている。
　8月のゲリラ豪雨の際は館内の石製の壁が一部落下、トイレ内の天井落下が発生した中、迅速に施設の一部閉鎖を都と協議し、適切に対応した。

配 点

【評価の内容】

　社内規程等が整備され、情報管理は適切に管理が行われている。情報事故は起きておらず、法令等も遵守されている。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか
配 点

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

【評価の内容】

　経理処理及び財産管理は、関係書類等が整理され、適切に行われている。

　年２回開催している有明客船ターミナルから船で港内をめぐる東京港見学会では、好評により応募人数を290人に人数を増やして実施。冬の見学
会ではお台場レインボー花火の開催日に合わせるなど工夫している。また、清掃船の絵本をきっかけに実物見学希望の保育園からの要望に応え、会
場としてターミナルにて清掃船のデモンストレーション・質問対応を実施した。
　オープンローミング対応公衆Wi-Fiの整備や、QRコードにより遠隔手話通訳者の方とビデオ通話接続可能となるポスターを掲示し利便性の向上に
努めている。

 利用の状況

 事業計画どおりの利用状況となっているか
配 点

【評価の内容】

　実証実験中の不定期航路を含めた乗降客数は前年度比30％増で、コロナ前の約76％の水準である。一方、撮影・行事等の件数は、豪雨による施
設一部閉鎖の影響により前年度からは減少している。

【評価の内容】

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。
配 点

　ビッグサイトのイベント時は駐車スペースを有効活用した駐輪場の貸付け対応を行い、海の森イベントなど、浮桟橋やターミナル施設を使用して
の都行事の開催に際して、受付や誘導案内を行った。
　また、ターミナル施設を使用しての都行事ポスター掲示に積極的に協力している。

【評価の内容】

   常設に加え自主事業で実施したアンケートでは、施設の清潔感に66％が満足と回答し一定の評価を得た。トイレの清潔感の項目では2件不満の声
があったが、今後の改善につながる内容である。
　自主事業である東京港見学会では、昨年度より年2回の開催とし今年度より応募人数を各230名から290名に増やし対応しているが、人気企画のた
め42倍の抽選倍率となり、アンケートの自由意見欄において貴重な体験等へのお礼や「楽しかった」などの回答が多数を占め、高い満足度を得ら
れたことが伺える。

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。



特 記 事 項

要 改 善 事 項

【一次評価結果】

【確認事項】

１．財務状況

指 定 管 理 者
の 財 務 状 況

　施設の不具合や、事故等を予防する観点で、必要な補修等が行われており、また施設が老朽化するなか、館内装飾や利便性向上に
取り組み、施設の評価を下げることなく適正に維持している。
　乗降客数の回復が伸び悩み、利用の活性化が難しいなかでの施設運営となっているが、人気の高い自主事業イベントの参加人数を
増やすなど、施設の活用に努めている。

　特になし。

評 点

標 準 点
評価基準

一次評価結果

得   点

B
S A B C

　別紙「事業者の財務状況の確認」のとおり、港湾施設の管理運営事業を行うに当たり、財務状況による支障等は見受けられない。

42点 56点以上 55点以下 52点以下 36点以下 50点
53点以上 37点以上



大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

 施設の使用許可等 （公平な利用者選定） ×1 ○

 施設の維持補修・修繕 ×1 ○

 施設の警備 ×1 ○

 施設の清掃（施設の清潔さ） ×1 ○

 施設の緑地管理 ×1 ○

 施設の維持管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 防災・防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策 ×1 ○

 施設・設備管理に関する書類等の整理 ×1 ○

 事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 個人情報保護・情報公開の取組 （内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 自主事業の企画、実施、成果 ×2 ○

 利用者サービス向上に向けた取組 ×2 ○

 利用促進への取組 （広報、PR等） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

利用者数（環境の変化など外部要因を考慮） ×2 ○

 行事・写真撮影等の件数 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 職員の接客対応 ×2 ○

 施設設備の状況 ×2 ○

 利用条件 ×2 ○

 イベント等の企画内容 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 都及び関係機関等との連携 ×2 ○

 都の実施施策への協力 ×2 ○

【評価の内容】

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。
配 点

　警察、海上保安部、運航事業者等と連携し、テロ予告、要人来館時の特別警戒や、近隣での花火大会における事前協議・当日警戒により事件事故
の未然防止に繋げている。また、施設の特性を活かし、島しょに関連するPRの掲示及びデジタルサイネージを使用した放映を行っている。東京消
防庁の救助訓練実施の際には、関係者への周知先、一部施設の利用協力など調整を行っている。また、東京都施工の工事において、業者との施設の
スケジュール調整、利用者への告知等を行うなど、施設管理者として積極的に東京都の事業に協力している。

【評価の内容】

　施設設備の状況における来館者アンケートでは、80％以上が満足度が高いと評価している。
　問い合わせ記録や来館者アンケートでは、接客に関する苦情はなく、また、自主事業開催時のアンケートからは、全体的に満足度が高い評価を得
ている。特に新規自主事業として実施した”星降る島”神津島トーク＆ライブでは、イベントの感想、スタッフ対応等において約90％が満足度が
高いと評価をしている。
　昨年度に引き続き喫煙所以外での喫煙マナーについて苦情があり、巡回時の注意喚起、自動音声及び注意看板等により対処を行っている。

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。

　経理処理及び財産管理は、関係書類等が整理され、適切に行われている。

　島しょ振興のため、「小笠原ＤＡＹ」では、中央広場にやぐらを設置し盆踊りを実施するなどイベントを盛り上げており、神津島の星空保護区認
定記念イベントでは、星にまつわる楽曲の演奏と星空の魅力を語るイベントを開催し、島の魅力を発信している。賑わい創出では、近隣企業・団体
と連携した納涼イベント「竹芝夏フェス」開催し、開催3日のうち2日荒天中止となる中、フォトスポットを設置したところ、ターミナルの人気ス
ポットとなった。現在は常設しターミナルのシンボルの一つとなっている。
　利用者サービス向上に向けた取り組みでは、季節に合わせて七夕やクリスマスなどの館内の装飾を行い、乗船までの時間など来館者を飽きさせな
い工夫をしている。また、ターミナル入口に設置したモヤイ像の案内板については多言語音声ＱＲコードを設置し、外国人利用者でも楽しめる仕組
みに取り組んでおり、責務を果たしている。

 利用の状況

 事業計画どおりの利用状況となっているか
配 点

【評価の内容】

　乗降客数は横ばいとなっており、コロナ前の６割の水準となっているが徐々に回復傾向である。撮影許可件数のうち映画等撮影が前年比32％増
となりロケーションの知名度が向上している。

配 点

【評価の内容】

　社内規程等が整備され、情報管理は適切に管理が行われている。情報事故は起きておらず、法令等も遵守されている。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか
配 点

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

【評価の内容】

　施設全体として様々な不具合が発生している中、維持補修等を適切に行い、施設の安全性保持に努めている。利用者が直接影響を受けるトイレ排
気ファン補修、中央広場不陸補修、安全に影響する消防設備補修等実施し、トラブルの未然防止に繋げている。また、施設の警備においては、乗船
客同士のトラブルや路上生活者の島民控室の居座り等、様々な問題において警察との連携を図り、適切な管理を行っている。

 安全性の確保

 施設の安全性は確保されているか
配 点

【評価の内容】

　日常のパトロールに加え、テロ予告、花火イベント、要人の来館時には特別警戒を実施し、防犯に取組んでいる。防災訓練では、翻訳機・デジタ
ルサイネージを活用し多言語避難誘導を実施している。　また、海への転落事故、乗客のトラブル発生時には、警察、消防と連携し適切に対処して
いる。

【評価の内容】

竹芝客船ターミナル・竹芝小型船発着所浮桟橋　一次評価

確    認    項    目

管理状況

 適切な管理の
 履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

 適切な財務
 ・財産管理

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか
配 点

【評価の内容】



特 記 事 項

要 改 善 事 項

【一次評価結果】

【確認事項】

１．財務状況

指 定 管 理 者
の 財 務 状 況

２．特命要件の継続

　伊豆・小笠原諸島への海の玄関口として島民、観光客等の利用が多く、東京の観光スポットとしても重要な施設である中、老朽化し
ている施設の維持に努め、管理を適切に行っている。また、イベント開催において積極的に関係者等と協力し取り組み、島しょ振興及
び魅力発信に貢献し、指定管理者としての責務を十分に果たしている。

　特になし。

評 点

標 準 点
評価基準

一次評価結果

得   点

A
42点

　別紙「事業者の財務状況の確認」のとおり、港湾施設の管理運営事業を行うに当たり、財務状況による支障等は見受けられない。

特 命 要 件 の
継 続

　適切に管理・調整がなされ、都及び合築建物の事業者、船社などとの各種調整を行い支障なく事業を実施した。

S A B C

56点以上 55点以下 52点以下 36点以下 53点
53点以上 37点以上



大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

 施設の使用許可等（公平な利用者選定） ×1 ○

 施設の維持補修・修繕 ×1 ○

 施設の清掃（施設の清潔さ） ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 防災・防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策 ×1 ○

 施設・設備管理に関する書類等の整理 ×1 ○

 事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 個人情報保護・情報公開の取組 （内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 利用者サービス向上に向けた取組 ×2 ○

 利用促進への取組（広報、PR等） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 利用件数（環境の変化など外部要因を考慮） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 職員の接客対応 ×2 ○

 施設設備の状況 ×2 ○

 利用条件 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 施設の目的達成 ×2 ○

【評価の内容】

岸壁・運搬給水施設（竹芝ふ頭船舶給水施設外７施設）　一次評価

確     認    項    目

管理状況

 適切な管理の
 履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

 適切な財務・
 財産管理

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか
配 点

【評価の内容】

　基本協定、管理運営基準、業務実施計画等に基づき適切に実施されている。
　社内においてカスタマーサービス研修をはじめ上級救命講習、クレーム対応研修など人材育成に取り組んでいる。
　晴海ふ頭の桟橋下給水管の破損による漏水の通報には、迅速に対応し利用者へ影響を最小限に抑えることができた。
　協定費用の中から補修経費を捻出し、老朽化した竹芝ふ頭の給水栓更新や、東京国際クルーズふ頭の給水栓蓋の段差解消補修を行うなど、積極
的に事故の未然防止に取り組んでいる。
　また、岸壁給水施設のある岸壁において、草刈りを自主的に行うなど環境整備に努めている。

 安全性の確保

 施設の安全性は確保されているか
配 点

【評価の内容】

　安全管理に関する講習、研修を定期的に実施し、緊急時の連絡体制を整えている。また、年に5回実地訓練（緊急操舵訓練2回・大規模災害訓練
1回・情報伝達訓練2回）が行われている。
　緊急時の対策として写真・動画・位置情報をリアルタイムに共有できる災害用ＩＰ無線機を導入した。
　また、安全航行に繋がる風向風速計のリアルタイムな情報を取得できるように東京港内に設置された風速システムの導入や夜間航行の視認性向
上に繋がる「船舶用暗視カメラ」を設置し、事故の未然防止に取り組んでいる

【評価の内容】

　社内規程等が整備され、情報管理は適切に管理が行われている。情報事故は起きておらず、法令等も遵守されている。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか
配 点

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

【評価の内容】

　経理処理及び財産管理は、関係書類等が整理され、適切に行われている。

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。
配 点

    利用者サービス向上に向けた取組として、晴海ふ頭と運搬給水船における給水施設の水質検査結果について、日本語・英語のホームページ
で、情報を発信している。
　利用者の要望を受け、東京国際クルーズふ頭においては、令和4年度から継続して水質検査結果の公表を四半期毎に実施している。
　また、船舶給水船の補修個所が多岐に渡ることから例年に比べドック入りが長期間（3か月）になる中、早期に関係機関への事前周知や調整を
行い、混乱なく修繕が完了した。
　利用促進への取組として、イベントの出展（東京みなと祭り・みなと区民祭り）や、東京港見学会では給水船の放水デモンストレーションを実
施した。

 利用の状況

 事業計画どおりの利用状況となっているか
配 点

【評価の内容】

【評価の内容】

　給水施設利用者へのアンケートにおいて、回答を得られた件数は少ないものの、接客対応に関連する項目に関して「満足」の評価を約７割のお
客様から得ており、その他の項目もおおむね良好な評価がなされている。

　給水全体件数は、昨年度とほぼ横ばいで推移している中、東京国際クルーズふ頭への大型クルーズ船の寄港増により、当該ふ頭の給水実績は、
70％増加。
　給水量全体では、岸壁給水において30％の増加、特に国際クルーズふ頭では100％の増加となった。

   年1回のドック入りに向けて事前に都と協議を行い、機能維持、延命化に向けて機関部、電気部の現状報告、顧客サービス向上に繋がる給水量
の電光表示板の設置提案を行うなど都に協力をしている。また、誘致施策により大幅に増加したクルーズ客船への給水作業が増加しているが、
サービスの停止や遅延を起こすことなく１年を通じて給水オーダーに応えた.

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。
配 点

【評価の内容】



特 記 事 項

要改善事項

【一次評価結果】

【確認事項】

１．財務状況

指定管理者
の財務状況

　港湾管理者の責務である給水事業を担う者として、責任をもって衛生管理に注意を払いながら休日や深夜の給水オーダーにも着実に
対応してきている。また施設の予防保全にも積極的に取り組み、都への情報も迅速に共有されている。

　特になし。

評 点

標 準 点
評価基準

一次評価結果

得   点

B
S A B C

　別紙「事業者の財務状況の確認」のとおり、港湾施設の管理運営事業を行うに当たり、財務状況による支障等は見受けられない。

31点 42点以上
41点以下 38点以下

27点以下 38点
39点以上 28点以上



【評価項目】

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

＜評価の内容＞

公共外貿コンテナふ頭施設等（品川ふ頭外貿岸壁外３施設及び中央防波堤外側ふ頭桟橋（Ｙ１））指定管理者　一次評価

大項目 中項目 確     認    項    目

管理状況

適切な管理の
履行

　協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 施設・設備の保守点検（内容、回数等） ×1 ○

 施設の維持・修繕 ×1 ○

 施設の清掃（施設の清潔さ） ×1 ○

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

　基本協定、管理運営基準、業務実施計画に基づき適切な管理が行われた。また、品川ふ頭で発見された防舷材の劣化損傷に対しては、施設利用状況を勘案し
入替を行うことで施設の利用を維持するなどにより、適切かつ確実な施設運営を継続した。

安全性の確保

　施設の安全性は確保されているか

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 施設・設備の安全性の確保 ×1 ○

 防災への配慮 ×1 ○

 防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策 ×2 ○

 施設・設備管理に関する書類等の管理 ×1 ○

 事故への対応 ×2 ○

　 管理運営年報や施設点検結果、施設補修要望への対応により、安全性の確保は適切に行われた。また、緊急時のマニュアル等が整備され、大規模地震発生
時初動対応訓練や無線機による情報伝達訓練など、緊急時対応の訓練も実施されており、防災等への配慮もなされている。加えて、過去のヒヤリハット事例を参考
に①歩行者の転倒防止：ガントリークレーン係留装置周囲のカラー塗装(青海)、②車両とガントリークレーン接触事故防止：区画線の塗装(青海）、③歩行者（船員）と
車両等との接触事故防止：パッセンジャーラインの新設(品川)、④本船着岸時や荷役時の強風による事故発生の事前予防：風向風速計を新たに設置し利用者へ
の情報提供(全ふ頭)など、事故を未然に防ぐことを目的とした事故への対応を積極的に行った。

法令等の遵守

　個人情報保護、報告等は適切に行われているか

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 個人情報保護の取組(内部規程の策定、研修等） ×1 ○

 情報公開の取組(内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 都への報告・連絡 ×1 ○

　社内規程等が整備され、情報セキュリティ研修を関係者全員に受講させるなど、適切な管理が行われた。また、年度を通して個人情報に関する事故は無かった
他、サイバーセキュリティ基本法の変更にも適切に対応している。

適切な財務・
財産管理

　適切な財務運営・財産管理が行われているか

配  点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 収支計画の達成状況 ×2 〇

 経理処理 ×1 ○

 都有財産（物品など）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

　 係船スケジュールが混み合う中、天候や背後の荷役作業等の状況を踏まえ、必要な施設補修を行った上で、計画額を上回る納付額となった。また、物品等の管
理、経理、現金等に関する書類等の管理についても、適切に行われた。

事業効果

事業の取組

　事業計画どおりのサービスが提供されているか

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 適切な係船調整 ×2 ○

 背後施設との一体的運用 ×2 ○

　船舶代理店や港湾運送事業会社と連絡を密にとり、迅速かつ適切な係船調整を行うとともに、効率的な荷役作業となるよう、岸壁や桟橋とヤード、コンテナクレー
ン等の背後施設との一体的な運用を実施した。

利用の状況

　事業計画どおりの利用状況となっているか

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 使用許可件数 ×1 ○

　 係留施設の使用許可等の件数は、コロナ禍以前と概ね同水準となっている。

配 点
水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

×2 ○

 事故・故障対応 ×2

　点検時に発見した不具合や利用者の要望に対しては適切な維持補修を実施し、事故への対応も的確に行った。維持補修では、独自に構築した補修要望情報サ
イトを活用し、利用者からの修繕要望を関係者間で共有することにより、迅速かつ着実な修繕を行った。また、利用者とは定期的に意見を聞く機会を設け、直接要望
を把握するとともに、アンケート調査も実施しているところであり、概ね良好な評価を得た。

○

 問合せ・要望対応 ×2 ○

×2 ○

　行政と連携を図り施設の目的を達成しているか

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

 外部機関との調整対応

 施設の維持管理状況

2点 1点 0点

 施設の目的達成 ×2 ○

配 点

○

 都の政策と連動した事業の実施 ×2 ○

 都及び関係機関等との連携 ×2

行政目的の
達成

 都の実施施策への協力 ○×2

利用者の反応

　利用者の満足を得られているか

　  背後施設の利用状況を踏まえ、係船調整を行い、管理する全ふ頭において、東京海上保安部へ提出済みの運用マニュアルに基づき、迅速、適切に係留許可
を実施した。一定規模を超えた船舶については、都度、東京海上保安部と調整を重ね、安全な受入条件を整理し係留を許可するなど、大型化する船舶にも柔軟に
対応し、寄港の促進、利便性向上に寄与した。



【確認事項】

１．財務状況

２．特命要件の継続等

指定管理者の財務状況
 別紙「事業者の財務状況の確認」のとおり、令和６年度も令和５年度同様に、港湾施設の管理運営事業を行うに当たり、財務状況による支
障等は見受けられない。

Ｃ

38点以下

【一次評価結果】

55点以上
58点以下

39点以上
54点以下

一次評価結果

得点

544４点 59点以上

特記事項

  背後の指定管理者所有施設との一体的運用により、効率性発揮、良好な運営を図っている。また、利用者からの要望対応では、補修要望
情報サイトを引き続き活用し、修繕要望を関係者間で共有することで、迅速かつ着実な修繕対応を行った。
　その他、品川ふ頭における劣化損傷のあった防舷材の入替など施設の改修等を適宜・適切に行ったほか、青海ふ頭における作業員の転
倒防止を目的とした塗装を実施した。加えて、すべてのふ頭で悪天候下での荷役事故防止のための風向風速計の設置などの事故防止策を
積極的に講じるなど、施設の安全性向上を図った。

要改善事項等

特命要件の継続
　都が所有する対象施設（岸壁・桟橋）と物理的に連続する背後の荷さばき施設（ガントリークレーン・ヤード等）を引き続き所有し、一体的に
管理運営できているとともに、外貿コンテナふ頭（岸壁、桟橋・荷さばき施設等）の管理運営実績と活用可能なノウハウを有している。

Ｂ
S A Ｂ

評点

標準点
評価基準



大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上） ×1 ○

 施設の使用許可等（公平な利用者選定） ×1 ○

 施設の維持補修・修繕 ×1 ○

 施設の警備 ×1 ○

 施設の清掃 ×1 ○

 施設の緑地管理 ×1 ○

 施設の維持管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 防災・防犯への配慮 ×1 ○

 施設・設備の安全性の確保 ×2 ○

 事件・事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 個人情報保護・情報公開の取組（内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

客船受入時の関係者との調整 ×2 ○

乗客誘導方法 ×2 ○

車両誘導方法 ×2 ○

重要国際埠頭施設の警備 ×2 ○

広報活動 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

客船寄港時の魅力向上策 ×2 ○

客船寄港時以外の魅力向上策 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

職員の接客対応（職員の親切さ、説明の分かりやすさ等） ×2 ○

客船受入の対応（乗客、車両誘導の円滑さ等） ×2 ○

施設の使いやすさ ×2 ○

利用料金の水準 ×2 ○

施設の利活用の企画内容 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る
2点 1点 0点

都及び関係機関等との連携 ×2 ○

都の実施施策への協力 ×2 ○

管理運営状況の一次評価結果（東京国際クルーズふ頭）

確     認    項    目

管理状況

 適切な管理の
 履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

 安全性の確保

・災害対策マニュアル及び緊急連絡体制が整備されており、年2回消防訓練の他、年2回英語、中国語含めた避難誘導訓練及び非常放送訓練に
　より実践的な訓練を実施し、災害による停電時でも提供可能な自販機を配備している。
・熱中症予防を目的にボーディングブリッジ及びターミナル施設のガラスに遮熱コーティングを実施した。また、キャリーケース車輪の脱輪防止のた
めグレーチングを交換するなど安全性の確保に取り組んでいる。

【評価の内容】

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか

【評価の内容】

 施設の安全性は確保されているか
配 点

・基本協定、管理運営基準、業務実施計画等に基づき適切に履行されており、管理上必要な修繕も適切に行われている。
・人員配置では、客船の増加に合わせて、柔軟かつ効率的な勤務体制を構築した。
・コロナ禍以降、客船が増加していく中で、ボーディングブリッジの故障に対し、機敏な対応をしており、施設の停滞を防いだ。また、防舷
　材のゆるみが判明した際も工事を実施し、船舶への影響も事前に防いでおり、都の重要施設としての指定管理者の責務を果たしている。
・警備においては、諸外国の艦船寄港時は24時間体制での有人警備とするなど都と連携し柔軟な配備を実施し、安全面の確保に努めている。
・清掃では、毎月、定期及び特別清掃を実施。高い技能を持つ人員（ビルクリーニング技能士2名等）を配備し、客船のオーバーナイト等に
　おいても早朝や夜間にも清掃対応を行い、清潔な環境に努めた。利用者アンケートからも清潔感において98％と高評価を得ている。

配 点

【評価の内容】

 適切な財務
 ・財産管理

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

　社内規程等が整備され、情報セキュリティ研修を実施するなど取り組んでおり、情報に係る事故は起きておらず、法令等も順守されている。

【評価の内容】

　経理処理及び財産管理は、関係書類等が整理され、社内の自主監査を実施しており適切に対応している。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか

・客船寄港実績は前年度から４割超増加（50→73隻、74→106日）している中、施設では初の2隻同時接岸、前倒し入港の事例も発生し、船舶
　代理店及び警備部門等と会議を開催し、乗下船動線、スケジュール、館内レイアウト、イベント等の調整を行ったことで円滑な運用が
　できている。また、特に安全かつ効率的なオペレーションが求められる3000人超の大型客船の寄港が前年度から大幅に増加（1隻→10隻）
　している中、待機レーンを設置するなど誘導方法を工夫している。
・車両誘導では、隔地駐車場の留め置き利用者向けに、駐車場へのアクセスについて車内からの動画をYOU TUBEにて掲載し、わかりやすい
　誘導を試みている。タクシー運転手向けの専用Xアカウントによりタクシープールの待機状況のライブ配信やタクシー利用台数予測を告知
　するなど、配車の確保に努めている。
・重要国際ふ頭施設として、警備対応を保安対策訓練を通じ確認を行い、国の立ち入り検査に加え、海外の警備隊による保安対策の取組状況
　の現地調査にも対応している。

配 点

【評価の内容】

・施設の魅力向上を目的に、外国人旅行客向けに日本の魅力を体験できる抹茶点てイベントや着物着付体験を実施、館内では、甲冑、浮世絵
　などを配置し空間演出に努めている。また、旅行客のニーズに対応すべく、商品を選定し免税販売を行うとともに、新たにフライトイン
　フォメーション情報を提供している。
・客船寄港時以外の施設の利活用を目的に、イベントの開催や外国艦船入港時には臨時売店の出店、全館を利用しイベントを実施した
　イタリア艦船入港時には、事前会議等を通じ、イベントの成功を導くことができている。

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。
配 点

施設の魅力向上

 事業計画に沿って施設の魅力向上に取り組んでいるか
配 点

【評価の内容】

【評価の内容】
　一般来館者や船舶代理店からはおおむね高い評価が得られている。問い合わせ等には適切に対応し、アンケートや対応記録等は整理、保管されてい
る。

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。
配 点

【評価の内容】

・東京の海の玄関口として外交・親善活動のために各国の艦船を受け入れ、イベント開催に係る事前協議や視察に協力し、円滑な利用に導い
　ている。
・都のイベント開催会場として各種運営や都の施策による施設管理にも協力している。また、テロ訓練、検疫感染症措置訓練の実施やターミ
　ナル周辺期間である東京臨海高速鉄道、ゆりかもめ等の関係機関とも連携を図っている。
・クルーズ客船誘致受入連絡会の参加やオーストラリア客船ターミナルの視察を行い情報共有を図っている。



特 記 事 項

要 改 善 事 項

【一次評価結果】

【確認事項】

１．財務状況

指 定 管 理 者
の 財 務 状 況

62点

得   点

　　コロナ禍の特別措置が終了し年間を通じて通常生活に戻り、客船数は昨年度比の４割超増加、来館者数250％増となった中、同時２隻着岸や前倒
し入港など従来にない対応や３000人超の大型客船の受入れにおいても、運営スタッフのみならず警備、清掃等にも対応し、関係機関と綿密に事前調
整を行うことで、円滑なオペレーションが行われている。
　突発的な施設の故障においては、迅速に対応し、施設の維持に努め、施設管理者としての責務を果たしている。また、施設の魅力向上にも積極的に
取り組み、外国人旅行客向けに日本の魅力を体験できるイベントや館内の空間演出に努め、臨時売店の出店も行い、利用者の評価に繋げている。

一次評価結果

標 準 点

48点

評価基準

評 点

42点以下

別紙「事業者の財務状況の確認」のとおり、港湾施設の管理運営事業を行うに当たり、財務状況による支障等は見受けられない。

S A

64点以上

C

59点以下

43点以上60点以上

A
B

63点以下







































































【評価項目】

大項目 項　目

施設・設備の点検

・設備管理（月１回以上）

施設の清掃

・船揚場、桟橋の清掃（適宜）

施設の警備

・施設内巡回（適宜）

人員配置

・係員の配置（１名）

人材育成の取組

・漁港管理条例等の周知

利用者の平等利用への取組

・利用許可に対する公平審査の実施

他機関との連携

・行政、漁業関係者との連携・調整（適宜）

＜評価の内容＞

個人情報保護の取組

・東京都個人情報の保護に関する条例の遵守

情報公開の取組

・東京都情報公開条例の遵守

各種法令等の遵守

・漁港管理条例等の遵守

利用記録等各種情報の管理

・保管場所の施錠

・パスワードによる情報管理

都への報告・連絡

・迅速な都への状況報告

＜評価の内容＞

　個人情報の取り扱いや法令等の遵守は水準どおりであり、都（支庁）への状況報告も速やかに行っている。

防災への配慮

・台風・津波対策へ協力

防犯への配慮

・放置船舶の状況把握、対処（適宜）

緊急時対策

・行政・関係機関と連携した迅速な対応

施設・設備管理に関する書類等の管理

・点検表の作成（月１回以上）

＜評価の内容＞

収支状況（安定的な運営）

・収入の状況 7,069千円

・６年度収支 380千円

〇

〇

　全ての項目において適正に行われている。

財務・財産の
状況

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

安全性の確
保

〇

〇

〇

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

〇

〇

〇

法令等の遵
守

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

〇

〇

〇

〇

　原則毎日巡回を実施し、日常的に清掃を行っている。気象現象により滞留したゴミ等も速やかに撤去している。
また、不当係留についても迅速な対応を図っており、行政等関係機関との連携・調整を密に行っている。

〇

〇

〇

「漁港施設の指定管理者に係る評価結果（一次評価）」

確　認　項　目

管理状況

適切な管理
の履行

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

〇

〇



大項目 項　目 確　認　項　目

経理処理

・経理の明確な区分

・帳簿、関係書類による経理状況の明確化

経理・現金に関する書類等の管理

・帳簿、関係書類の整備、保存

（指定期間終了後５年間）

＜評価の内容＞

利用者数

・令和７年3月末111隻(内新規３、終了１)

利用案内

・利用案内の作成・配付

＜評価の内容＞

利用者ニーズの把握

・利用者アンケートの実施

苦情等への対応

・利用者への回答

＜評価の内容＞

合計点 ２７ 点

標準点

評価項目が全て
中位の評価(「水
準どおり」)を受け

た場合の得点

【確認事項】

事業者の
財務状況

　業務実施報告における令和６年度の財務諸表等から、小笠原島漁業協同組全体の事業収支及び漁港管理委託事
業の収支ともに、組織・事業運営の健全性が確保されており、事業の継続に支障がないことを確認した。

特命要件
の継続

特命要件 有 無

　１）対象施設は、東京から南方へ約980ｋｍ離れた小笠原村父島の二見漁港にあり、 複
数年にわたって安定的に管理を行える事業者が限定されること。
　２）対象施設は、漁港内にあるという特殊性があり、地元の拠点漁港としての機能を損な
わずに、プレジャーボートとの利用調整を効率的かつ効果的に行う必要があること。
　３）小笠原島漁業協同組合は、管理運営の良好な実績とノウハウを持っており、自らも漁
港施設の利用に精通していること。

〇

標準点の1.25
倍（小数点以
下切上）以上
Ｓ－１点以下

C＋１点以上
標準点の1.25倍
（小数点以下切
上）－１点以下

標準点の0.88
倍（小数点以
下切捨）以下

特記事項
令和６年度は例年に比べ台風の通過が多かったが、通過後の施設巡回、清掃等迅速・丁寧に対応し施設内環境を良
好に維持した。

要改善事項等 特になし

２点×　４項目 １点×　１９項目 ０点×　　項目

一次評価 Ｂ

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

標準点の1.33
倍（小数点以
下切上）以上

　内部監査を年２回実施し、経理処理の透明性が確保されている。
　事業の収支状況に問題はなく、安定的な運営がなされている。

〇

  利用者アンケートの実施及び回収率アップに向けた働きかけを行い、ニーズの把握に努めている。
　苦情等には迅速且つ適切に対応している。

　利用案内は適宜更新して配付し、利用者数も水準どおり保たれている。

サービス内
容の向上

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

〇

事業効果

利用の状況

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

管理状況
財務・財産の
状況

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

〇

〇

〇

〇



別紙１-１

大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

 施設の使用許可等（適正な手続き処理） ×1 ○

 場内管理（緑地管理等） ×1 ○

 施設管理（空港土木施設、航空灯火、空港内設備等） ×1 ○

 運用管理（運用業務、空港警備、鳥獣防除、駐車場等） ×1 ○

 施設の清掃 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 防災への配慮（安全管理活動を含む） ×1 ○

 防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策（航空機不法奪等対策、救急患者ヘリ時間外対応を含
む）

×1 ○

 施設・設備管理に関する書類等の整理 ×1 ○

 事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 個人情報保護の取組（内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 情報公開の取組（都への協力） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 利用者サービス向上に向けた取組 ×2 ○

 利用促進への取組（広報、PR等） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 利用件数（環境の変化など外部要因を考慮） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 職員の接客対応 ×2 ○

 施設設備の状況 ×2 ○

 利用条件 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 施設の目的達成（関係機関との連携） ×2 ○

配 点

【評価の内容】

町の防災備品貯蓄に協力しており、町からの配布分に加えて、自社でも周辺住民向けの防災備品を購入し保管している。
東京都事業である自動運転バスの停留所設置、デジタルサイネージの設置及び駐車場優先区画の設定など、空港の利便性快適性向上に向けた取組に
協力した。
また、東京都事業の外国人富裕層の向けファムトリップの実施に協力し、ビジネスジェットの受入を行った。

個人利用者の満足度は高評価を維持している。

計画されていた事業を着実に実施し、広報活動を工夫して集客につなげている。
実施後のアンケート結果への分析のみならず、悪天候や急な欠席における対応を検討し、その後の事業への改良へとつなげている。これにより、利
用者満足度は高水準を保っている。

 利用の状況

 事業計画どおりの利用状況となっているか
配 点

【評価の内容】

定期便の利用者数が過去最高数値となった結果、臨時便の発着も増えて、空港全体の着陸回数としては5か年の平均比＋10％を達成した。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか
配 点

【評価の内容】

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。
配 点

【評価の内容】

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。

関係法令を遵守し、適正に管理している。

 適切な財務・財産
 管理

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

【評価の内容】

現金、貸与物品、及び帳簿書類等について、適切に管理している。

事業計画・各種基準に基づき適切に管理をしている。
空港運用と灯火の安全目標をいずれも達成し、安全な空港運営に努めていた。
コンプライアンス研修等は外部企業のWeb研修を受講する取組を行っており、ガバナンスに対する意識向上への工夫が見られた。
駐車場管理や鳥獣対策に力をいれており、どちらも過年度に比べて、空港運用状況の改善へとつながっている

 安全性の確保

 施設の安全性は確保されているか
配 点

【評価の内容】

各種点検・訓練を適宜実施し、また、自主点検の回数を増やして安全性の確保に努めている。
訓練シナリオの前例踏襲をやめており、毎回異なる想定で八丈島空港の現実に即した内容となるよう工夫している。
町や都と連携する方法を再検討し、時勢に合わせた情報共有の手段を検討しながら訓練を強化している。
航空局とも連携し、A２-BCP訓練に航空局職員の立会がなされた際、積極的に意見交換を行い、その後の訓練の改善へとつなげている。

確     認    項    目

管理状況

 適切な管理の履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

【評価の内容】

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか
配 点

【評価の内容】



別紙１-２

特 記 事 項

要 改 善 事 項 等

【一次評価結果】

【確認事項】

指 定 管 理 者
の 財 務 状 況

特 命 要 件 の 継 続

特命選定要件（「東京都指定管理者制度に関する指針（令和6年4月1日）」より）
山間や島しょなどに設置され、地理的に事業者の参入機会が限定される施設に該当している。また、以下のとおり特命要件が継続していることを確認した。
（１）当該施設は、東京の南方海上約２９０㎞に位置する八丈島（東京都八丈町）にあり、地理的に事業者の参入機会が限定される施設である。
（２）専門的な知識が必要となる空港の運用・保安対策等に加え、航空機が安全運航するための管理運営が必須であるという特殊性がある。
（３）八丈島と内地を結ぶ空港としての機能を損なわず適切に空港施設を管理するためには、当該空港施設に八丈島空港ターミナルを設置（昭和57年4月供用開始）し、業務を行って
いる八丈島空港ターミナルビル（株）（以下「HAT」という。）を指定することが最適である。
（４）HATは、指定管理者制度導入前から、都から空港の維持管理業務委託を受けており、空港施設の安全、維持管理及び保安対策等の空港管理・運用業務について十分な実績とノ
ウハウを有している。

（１）収支決算報告書を確認した。
支出実績は人件費及び事業費ともに支出計画の範囲に収まっている。
（２）賃借対照表・損益計算書を確認した。これらを基に経営基盤計算書を作成し財務状況を調査したところ
組織運営の健全性は確保され、事業継続に支障がないと判断した。

43点以下
35点 47点以上

44点以上 31点以上
30点以下

S A B C

　令和６年度は災害及び緊急時を想定した訓練を充実させており、消火救難訓練を3日に分けて行うなど、今までになかった取組を行った。
　これまでホワイトボードで本部情報を共有することで設定していた内容を、サイネージを活用して電子化するシナリオに想定変更する等、災害及び緊急時の状況変化に
即応できる現実的な訓練内容になるよう改善点を出し合い、随時反映しながら訓練強化につなげている。
　航空局、東京都八丈支庁並びに町役場等、各所との協力体制を強固にし、盤石な安全・保安体制構築に向けて力をいれることができた。

特になし。

評 点

標 準 点
評価基準

一次評価結果

得   点

B
41点46点以下


